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　介護予防、心の健康、身体の健康、運
動機能の向上、ボランティア活動などの

カリキュラムがあり、ちょっとお堅いクラスと感じ
ますが、気軽に取り組める講座がいっぱいです。
　また、ニュースポーツ、
アロマの香り、笑って健
康など楽しい講座で仲間
をつくり、身体の健康だ
けでなく、心の健康づく
りにチャレンジしていま
す。（香川　忠）

心と身体の
健康

心と身体の
健康 心の健康も考えて

　世界の国々の生活、文化、歴史を学び
ます。授業中は、世界の国々を散策して

いる気持ちになります。民族衣装から見るシルクロー
ドの文化では、色彩豊かな衣装、そして結婚式の衣
装は、絢爛豪華です。身
に付ける装飾品も目を見
張るばかりです。授業の
一環として結婚式の衣装
を何組か着る事が出来ま
した。（冨永　茂人）

知って
おきたい！
世界の情報

知って
おきたい！
世界の情報

世界のすべてが学べる

　このコースの魅力は、身近に隠れてい
る古代から近代までのロマンあふれる歴

史や文化を学ぶ事です。
　話術巧みな講師の話を聞きながら、新しい事を発
見した時のワクワク感は
良いものです。
　又、年に数回校外学習
もあり、現地を自分の目
で確かめながら、地元の
人の話を聞くのも楽しみ
の一つです。（古賀　義成）

ふるさとの
文化

ふるさとの
文化 新たなる発見を求めて

　体育館などで体を動かす研修が約７割
で、座学の少ない活動的なコースです。

　定員は男女各 21 名ですが、今は男性 14 人に対し
女性が 26人という構成です。
　授業でもスポーツ大会など三大行事でも、元気で
明るい女性達に囲まれて、
私も笑顔で健康づくりに
取り組んでいます。
（小村　敏也）

健康づくり
サポーター
健康づくり
サポーター 笑顔で健康づくり

　女性 26 名、男性６名で断然女性陣優勢
の教室は明るい声が飛び交う。私達は、地

域社会へ福祉力の向上を目指して、勉強に取り組んで
います。
　「人と人とのふれあい、
助けあい」の実践により、
幾多の課題が山積する高齢
化社会に、一筋の光を灯せ
れば、と願う仲間が集い互
いに励まし合い学ぶコース
です。（中村　重一）

地域
ふれあい
地域
ふれあい 明るく暮らしやすい地域へ

　講師の近藤先生の軽快な電子ピアノに
乗せて、美しい日本の歌や、童謡唱歌、

移り変る季節の歌、一寸くすぐるデュエット曲など
歌いながら、ストレス解消、心肺機能の活性化と増
進を図り、健康な体と健
全な精神でボランティア
活動の実践で、地域社会
に貢献して行こうと言う、
いつも笑い声の絶えない
楽しいコースです。
（後藤　幸雄）

歌って
健幸
歌って
健幸 歌って爽快

　国の調査「欲しい日常生活情報」（60歳
以上）では、①健康②医療③年金④趣味⑤
介護⑥悩み相談⑦食生活⑧地域行事⑨学

習活動⑩相続等の順で挙がっています。
　当コースは、このよう
な欲しい情報を専門家が詳
しく・楽しく・解りやすく
実技も含めて講義し、又校
外研修もあり日常を暮らす
中で役に立つ情報が満載の
お薦めコースです。
（江副　伸久）

生活
情報
生活
情報 知って得する生活情報

周望学舎
研修コース
紹 介

　指導員や役員からの丁寧なホウレンソ
ウに導かれて一日の活動が始まります。

　研修の 50％は体育館でのニュースポーツやヨガな
どの体力づくりが中心。校外授業も多く視野が広が
ります。座学の先生方の講義は先進的で新たな見聞
が広がります。
　我がコースの活動は、
硬化した頭と心が若返り、
体力も増加、健康寿命も
延びるでしょう。
（佐藤　紀一）

健康
管理
健康
管理 健康づくりに励む

　講師は、郷土史家の方の他、多数の方々
に担当して頂いています。面白可笑しく

充実した内容で郷土の歴史や食文化のルーツ等を学
び、毎回講義が楽しみです。
　『歴史は繰り返される』歴史に学ぶと言う事は、先人
達がしてきた過ちをし
ない、未来を見据える、
真実をわきまえる等、
とても興味深く大事な
事だと考えます。歴史
大好き。（池永　茂）

歴史に
学ぶ
歴史に
学ぶ 歴史は物語る

　初心者とベテランが混合したクラスで、
講義内容が不安でしたが講師（花・野菜）

の資料と実技指導のお陰で天候不良に関わらず良い
結果でした。大学祭は花壇整備や各班テーマに因る
玄関前作品展示と各自が提供した花・苗木・観葉植物・
メダカ・昆布の販売を全
員で行ない、クラスがよ
り一層の団結力の向上を
確信しました。
（野澤　悦夫）

花と野菜
づくり
花と野菜
づくり 団結力の向上

　新設コースなので全てに新鮮です！
ヨガとは？から始まり、ウジャイ呼吸、
シータリー呼吸をしながら身体全体を

ゆっくりと伸ばし、心地良い BGM でヨガの世界に
引き込まれていきます。次に、ヨガ的薬膳茶、マク
ロビオティックで身体の
中からもキレイにします。
しかも脳トレで頭を鍛え、
二石三鳥です。
一年間でスタイルも良く
なり少し若返るのでは ?!
（小川　敏夫）

やさしい
ヨガと
脳トレ

やさしい
ヨガと
脳トレ

ヨガと脳トレで若返る！

　実技が 70％を占めるコースです。入学
時に体力測定をし、最後に再測定で、一

年間の体力伸長の成果を楽しみに励んでいます。校
内では筋力・持久力・柔軟性の強化で、身体と脳の
活性化を促進します。校外は自然の中で、ウォーキ
ング・軽登山で体力を強
化します。
　活動的なシニアを目指
し、社会参加を継続、健
康寿命の維持に努めます。
（重野　隆）

体力
増進
体力
増進 明るい楽しい健康づくり

　「暮らしと環境」コースは、座学、校外
学習とバラエティに富んだ勉強をしてい

ます。学習内容の一部を紹介します。
　身近な環境とまちづくり、エネルギーの現状、ご
みリサイクル、日本野鳥
の会の講座、TOTO 工場
見学、九州電力の発電所
見学、及び北九州市環境
首都検定受験の準備等の
学習をしています。
（森藤　国夫）

暮らしと
環境
暮らしと
環境 豊かな暮らしを求めて

　「おはよう」「おはようございます」の明
るい声から始まる新人半数を占める私達の

コース、講師の久野先生も今年からとの事。研修生に
はチョッピリ写真を噛られた人、普段スマホで撮影する
人等色々です。初めての講義で「一年後、写真は皆に
驚かれる作品となります」
と言われ意欲倍増！授業
は写真のイロハから野外
撮影など多彩、今では自
然美発見感動の日々です。
（久野　英人）

写真
入門
写真
入門 自然美再発見の日々

　念願がかなって今年から書道入門コー
スに通えるようになりました。

　先生のお許しが出れば教室の前の掲示板に練習の
成果を貼り出せます。入門コースとはいえ、まわり
は上手な人ばかりですが、
毎回貼りだせるよう励ん
でいます。
　書くことに夢中になっ
ていると、私は心が落ち
着きます。
（渡辺　サカエ）

書道
入門
書道
入門 筆を持つ効果

かじ
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2019 周望学舎 三大行事周望学舎 三大行事
6月28日金　スポーツ大会6月28日金　スポーツ大会 10月5日土～6日日　大学祭10月5日土～6日日　大学祭
Ｑ．実行委員長をやってみて、いかが
でしたか？ 

Ａ．「会議は手短に」をモットーに目
標を達成しました。健康ボラン
ティア会・各コースの実行委員・
事務局のバックアップで当日もス
ムーズに終えることが出来まし
た。ありがとうございました。

渡辺健次実行委員長のコメント 大神克洋実行委員長のコメント渡辺健次さん Ｑ．印象に残ったことや感想をお聞かせく
ださい

Ａ．競技最後の“大玉ころがし”で大逆
転！最高に盛り上がりました。

　　“玉入れ”では、普段見られない腰を
上げ、玉を拾って投げる素早い動作、
一球でも多く入れようとする執念を見
た気がしました。

　　各競技、選手の皆さんがいかんなく力を
発揮され、その真剣さに感動しました。

Ｑ．大学祭はいかがでしたか？
Ａ．天気に恵まれた2日間、学習発表は各々工夫を凝らしたもので、非常に良い大
学祭だったと思います。
「大学祭＝演芸大会」は基本全員参加型で、練習を重ねるごとに皆の心が一
つになっていきました。当日は15コースそれぞれの特色が見事に表れたもの
でした。
大学祭は実行委員を始め、研修生の皆さんの培った知識や経験を一度に感じ
る、なくてはならない行事だと改めて気づかされたものです。
周望愛のある皆さんのお陰で大盛況に終わり、感謝しています。

大神克洋さん

11月　修学旅行11月　修学旅行
大田黒正四郎実行委員長のコメント

～世界一の大梵鐘と大河ドラマ館
　　　　雲仙温泉と神代小路の城下町～

●１便 21日～　22日　●２便 26日～27日
●３便 28日～　29日 研修コースの案内

～自分が変わる。多彩なコース～

●地域ふれあい
●生活情報
●歴史に学ぶ
●暮らしと環境
●ふるさとの文化
●知っておきたい！
　世界の情報

知
識
を
広
げ
た
い
・
深
め
た
い

教養コース
●写真入門
　（デジカメ）
●花と野菜づくり
●書道入門
●歌って健幸

趣
味
を
極
め
た
い

●心と身体の健康
●健康づくり
　サポーター
●健康管理
●体力増進
●やさしいヨガと
　脳トレ

健
や
か
な
人
生
を
送
り
た
い

健康コース 実技コース

コース修了後、２年間
学べる研究クラブに進
むこともできます。

　昔なつかしい、スクール形式の研修を通じて健康・仲間づくり・社会参
加の方法を学びませんか？
　きっとこれからの人生が今まで以上に楽しめるはずです。
　研修の様子は　　　　　　　  　　でご覧下さい。周望の丘から

申込受付期間 令和2年1月15日㈬～2月20日㈭
〈入学案内の配布場所〉

市内各区役所、出張所、市民センター、周望学舎など

白紅
逆転
勝利!!

Ｑ．修学旅行はいかがでしたか？ 
Ａ．３便の中には、ちょっとした
怪我人が出たり、また事故に
よる通行止めで高速を迂回す
るというアクシデントがあり
ました。また天候ももうひと
つで、時期的に雲仙の名物紅
葉も楽しめなかったのは残念
でしたが、旅先での見学やホ
テルでのお風呂、食事、演芸
大会では皆さんの楽しそうな
雰囲気が感じられました。今
年は学舎での一泊研修がな
かったこともあり、こうした
親睦の機会は貴重でとても良
かったと思いました。

Ｑ．中でも印象に残った出来事は？
Ａ．出発早々に昼食処に行ったこ
と、そしてそのお陰で蓮華院
誕生寺奥之院の大梵鐘の音色
を聴けたこと、フェリーで有
明海を渡る船中でのんびりし
た語らいが出来たこと等で、
今回の旅行はこれまでにな
く、スケジュールに余裕があ
り、ゆったりした旅行だった
と思います。

大田黒正四郎さん
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「
十
三
が
出
た
か
ら
次
は
一
か
ら
よ
ッ
」

「
ア
ッ
、
バ
バ
を
引
い
て
来
た
ね
ッ
」
一
泊
旅
行

の
夕
食
後
始
め
た
ト
ラ
ン
プ
。
壁
の
時
計
は
も

う
す
ぐ
十
時
を
指
そ
う
と
し
て
い
る
。
平
均
年

齢
も
う
す
ぐ
八
十
歳
の
若
者
は
時
が
経
つ
の
を

忘
れ
て
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
。「
ボ
ケ
防
止
に

次
は
麻
雀
を…

」
の
声
も
。
高
齢
者
の
言
動
が

何
か
と
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す
昨
今
。
機
会
を
得

て
周
望
学
舎
に
出
会
い
早
八
年
目
、「
仲
間
づ
く

り
」
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
役
時
代
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
仲
間
達
と
情
報
交
換
し
な
が
ら

老
春
を
謳
歌
中
。
サ
ァ
ー
テ
、
来
年
度
は
ど
の

コ
ー
ス
に
し
よ
う
か
な
ァ
ー
。

誌上誌上文芸欄文芸欄周 望 学 舎

周
望
学
舎
八
年
生

　
歴
史
に
学
ぶ
　
森
田
　
淳
一

　

七
月
二
三
日
（
火
）
一
三
時
よ
り
、
周
望
学

舎
食
堂
に
て
、
生
活
情
報
コ
ー
ス
有
志
の
み
な

さ
ん
で
、
味
噌
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

大
豆
は
前
日
か
ら
水
に
つ
け
こ
み
、
鍋
で
や

わ
ら
か
く
煮
出
し
ま
す
。

　

塩
切
り
こ
う
じ
五
㎏
、
大
豆
一
．
五
㎏
で
八

㎏
の
味
噌
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
発
酵
醸
成
し
、

三
ヶ
月
後
が
楽
し
み

で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
手
法

に
感
動
し
、
我
家
も

学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
毎
年
、
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

味
噌
づ
く
り
体
験生

活
情
報
　
鈴
木
　
範
子

　

私
の
周
望
学
舎
の
想
い
出
は
、
ま
ず
意
欲
あ

る
熟
年
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
地

域
と
の
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い
を
大
切
に
根
づ

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る

方
、
趣
味
を
活
か
し
グ
ル
ー
プ
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
前
向
き
に
明
る
く
楽
し

く
人
生
を
謳
歌
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
テ
ー
マ

も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
画
さ
れ
、
生
活
環
境
を
考

え
楽
し
く
生
活
す
る
為
、
趣
味
、
文
化
、
政
治

経
済
、
健
康
に
関
す
る
講
義
、
更
に
社
会
見
学

等
の
分
野
に
わ
た
り
、
未
知
の
知
識
を
得
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

周
望
学
舎
で
学
ん
だ
こ
と

ふ
る
さ
と
の
文
化
　
宮
川
　
正
樹

　

昨
年
、
隣
の
Ｉ
さ
ん
か
ら
南
瓜
を
頂
き
美
味

し
く
頂
い
た
あ
と
、
種
は
庭
の
隅
に
捨
て
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
五
月
上
旬
、
新
芽
が
出
て

き
た
の
で
す
。
結
実
は
期
待
せ
ず
、
花
で
も
楽

し
も
う
と
つ
る
を
伸
ば
し
て
や
る
と
、
庭
木
に

巻
き
つ
く
ま
で
成
長
し
、
沢
山
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。

　

先
日
、
庭
木
の
剪
定
を
し
て
い
る
と
、
木
の

上
に
〝
南
瓜
発
見
！
〞Ｉ
さ
ん
よ
り
摘
果
時
期
や

追
熟
期
間
を
教
え
て
も
ら
い
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。
梅
雨
の
雨
、
猛
暑
日
に
う
ん
ざ
り
の
夏

で
し
た
が
、
思
い
が
け
な
い
自
然
の
恵
み
に
感

謝
の
夏
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
か
ら
の
贈
り
も
の

写
真
入
門
　
入
住
　
円
裕

　

昭
和
二
一
年
強
制
退
去
と
な
り
、
母
は
、
貴

金
属
、家
財
を
食
料
品
（
特
に
お
米
）
に
交
換
し
、

子
供
五
人
を
連
れ
、
哈
爾
浜
駅
か
ら
石
炭
を
運

ぶ
「
無
蓋
車
」
で
、
一
輌
平
均
七
〜
八
〇
人
が

鮨
詰
に
乗
車
。
乗
降
が
大
変
だ
っ
た
り
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
、
戦
争
で
線
路
が
破
壊
さ
れ
、
乗
れ

る
所
迄
、
あ
と
は
徒
歩
を
何
度
か
繰
り
返
し
、

出
港
地
の
葫
蘆
島
港
に
二
〇
日
目
に
到
着
。

　

米
軍
の
大
型
輸
送
船
に
乗
船
。
博
多
港
へ
の

予
定
が
途
中
伝
染
病
が
発
生
し
、
完
治
す
る
迄

鹿
児
島
の
方
へ
迂
回
し
て
、
や
っ
と
佐
世
保
港

に
上
陸
、
祖
国
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
!!

や
さ
し
い
ヨ
ガ
と
脳
ト
レ
　
中
原
　
勇
二

　

郷
里
北
九
州
市
は
、
政
令
都
市
中
、
最
長
の

海
岸
線
を
持
ち
、
山
地
、
河
川
に
も
恵
ま
れ
た

よ
き
海
峡
都
市
で
す
。
し
か
し
市
民
や
外
国
観

光
客
が
寄
れ
る
海
浜
地
は
極
端
に
乏
し
い
。
大

工
業
地
帯
と
し
て
栄
え
る
過
程
で
海
岸
に
企
業

が
群
立
し
て
消
え
て
い
っ
た
。
今
当
市
は
、
公

害
を
克
服
し
環
境
改
善
著
し
い
環
境
都
市
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
中
長
期
都
市
計
画
で
、
徐
々

に
昭
和
初
期
の
よ
う
な
美
し
い
海
浜
を
そ
ち
こ

ち
に
増
や
す
よ
う
市
を
あ
げ
て
努
力
す
る
こ
と

を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
、
先
般

私
は
、
市
の
未
来
都
市
計
画
素
案
に
係
る
公
聴

会
で
、
公
述
人
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

当
市
の
海
浜
地
に
つ
い
て

書
道
入
門
　
近
藤
　
孝
治

赤
と
ん
ぼ　

羽
を
広
げ
て　

空
の
旅

暮
ら
し
と
環
境
　
佐
藤
　
恵
子

妻
の
顔　

紫
陽
花
に
似
て　

七
変
華

心
と
身
体
の
健
康
　
田
原
喜
代
松

軽
登
山　

下
る
階
段　

ひ
ざ
笑
う

体
力
増
進
　
福
留
　
純
恵

真
心
の　

言
葉
は
いつ
か　

宝
物

健
康
管
理
　
山
田
　
法
子

更
衣
し
て
も　

気
付
か
ぬ　

人
ば
か
り

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
　
斉
川
　
泰
子

夏
の
空　

入
道
雲
が　

笑
い
か
け

ふ
る
さ
と
の
文
化
　
園
田
　
　
操

も
み
ぢ
手
を　

し
ゃ
ぶ
る
幼
子　

母
を
恋
う

歌
っ
て
健
幸
　
松
本
　
行
朝

タ
ヨ
タ
ヨ
と　

コ
ス
モ
ス
の
花　

名
月
に

　

ま
ぶ
し
く
光
る　

発
芽
と
と
も
に

花
と
野
菜
づ
く
り
　
木
下
　
峯
子

枯
芙
蓉　

恋
よ
情
け
よ　

想
い
出
よ

　

暮
れ
ゆ
く
花
の　

風
の
呟
き

地
域
ふ
れ
あ
い
　
中
村
　
重
一

耐
え
ぬ
い
て　

昔
を
生
き
た　

高
齢
者

　
　

百
年
時
代
を
迎
え　

今
を
楽
し
む

知
っ
て
お
き
た
い
！
世
界
の
情
報
　
山
元
ミ
ツ
エ

周
望
文
壇

周
望
文
壇

実
技
コ
ー
ス

実
技
コ
ー
ス

ハ
ル
ビ
ン（
中
国
東
北
部
満
州
）か
ら
引
き
揚
げ

い
り
す
み

の
ぶ
や
す

は  

る  

び
ん

む 

が
い 

し
ゃこ  

ろ  

と
う

「
卜
仙
」の　

一
筆
書
き
や　

冬
初
め

書
道
入
門
　
渡
辺
サ
カ
エ

ぼ
く 

せ
ん

「ホタル船」
写真入門　上山千鶴子歌って健幸

「施設で学習成果の発表」

「盛　衰」
写真入門　内田　武彦

「永　綏」
書道入門　林　　義博

「淑　姿」
書道入門　高山　淑子

「大学祭の展示作品」花と野菜づくり
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昭和54年  ８月 周望学舎開校　一般コース（老人クラブ会員研修）開講
　　55年  ９月 年長者ボランティア銀行（シルバーバンク）開設
　　55年11月 周望学舎校章・校歌決定
　　57年  ６月 周望学舎体育館落成式
平成  ２年10月 研修室増設につき、16コースとなり、
 実年世代（50歳代）を対象とした実年学講座開講
　　  ４年  ４月 周望学舎同窓会発足
　　  ６年  ９月 姉妹校穴生学舎開校
　　10年  ４月 受講料の徴収を開始
　　11年11月 創立20周年を迎え全国高齢者研修
 大学校サミットを開催、20周年記念誌
 「周き望みをもって」発行
　　14年  ３月 別館竣工
　　17年  ３月 周望学舎校舎周辺健康ウォーキング遊歩道開設
　　18年  ４月 年長者研修大学校（周望学舎・穴生学舎）および
 北九州穴生ドームが指定管理者＜第一期＞による運営となる
　　20年  ６月 学舎内に同窓会事務局の設置と同窓会員による
 研修生のための売店「夢工房」の設置
　　21年  ４月 第二期指定管理者（平成26年３月までの５年間）として
 提案に基づく大幅なコースの再編成と専門コースの設置
　　26年  ４月 第三期指定管理者（平成31年３月までの５年間）として
 提案に基づくコースの再編成と短期講座の増設
　　　　  ７月 職員ブログ「周望の丘から」開設
　　30年  １月 二階宿泊室内装改修工事等による館内美化（畳替え等）
　　31年  ４月 第四期指定管理者（令和6年3月までの5年間）として
 提案に基づく学びや地域・ボランティア活動や
 新しい働き方に繋がる研修の体系化

周望学舎40年のあゆみ

ヤマボウシ

 交通ご案内　 ■JR南小倉駅で下車、徒歩18分　■JR西小倉駅で下車、スクールバスで15分
　　　　　　  ■西鉄バス停「第一高田町」より徒歩15分　※西小倉駅よりスクールバス送迎あり

〒８０３－０８５２ 北九州市小倉北区新高田二丁目29番１号
TEL（０９３）５９１－２６２６　FAX（０９３）５９１－２６２９
http://kitakyu-nenchodai.com

北九州市立年長者研修大学校　周望学舎

第
60
号

学
舎
新
聞

発
 行
　
令
和
２
年
１
月
17
日
　
　
　
編
 集
　
北
九
州
市
立
年
長
者
研
修
大
学
校
周
望
学
舎
新
聞
編
集
委
員
会
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